
本講演では、RAYFaceとその機能に付随するDSD（デジタルスマイルデザイン）を
活用した審美治療の最新ソリューションとして、着脱可能な半永久的仮補綴物

「プチラミ」の多様な活用方法を紹介する。
「プチラミ」は、ノンプレップべニア治療の結果を事前に体験することで、患者との

共有による理想的な審美治療目標の設定を可能にする。
また、従来のべニア治療との組み合わせにより、患者に自然で魅力的な笑顔を
提供し、審美的満足度を向上させる。さらに、本講演では、さまざまな実際の症例
を用いて「プチラミ」とべニア治療の臨床的効果を具体的に解説し、
最新のデジタル機器およびソフトウェアを活用した、誰もが
実践可能なシンプルで効果的な審美治療の方法を提案する。
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